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1．はじめに
　堆積性はんれい岩および堆積性蛇紋岩は，付加体境

界，造山帯，オフィオライト帯などに特徴的に産出す

ることが知られている（Okada，1964；Arai　and

Okada，1991；Iwasaki，1979）．これらの岩石は，砕屑

物の原岩がほぼ単一の岩石から成ること，また，淘

汰，円磨が悪いという特徴をもつ．これらのことか

ら，堆積性はんれい岩および堆積性蛇紋岩は，比較的

大規模な苦鉄質岩体や超苦鉄質岩体が，重力滑動など

で急速に崩壊し，あまり運搬作用を受けずに堆積した

という形成過程が考えられる．これら一連の形成過程

が生じた場所としては，苦鉄質岩体や超苦鉄質岩体の

大規模な上昇が生じ得る地域，すなわち神居古潭帯の

ような造山帯（Okada，1964；Arai　and　Okada，1991）．

大西洋中央海嶺などの海嶺（van　Andel　and　Bowin，

1968；Bonatti，1976）．ロマンシュ海溝やヴェア断裂帯

のような断裂帯（Bonatti　et　al．，1973；Bonatti，197．

6），などの地域が考えられ，実際にこれらの地域にお

いて堆積性はんれい岩や堆積性蛇紋岩が報告されてい

る（BonattietaL，1973）．

　これらの岩石のうち堆積性蛇紋岩については，北海

道の神居古潭帯（Okada，1964；Arai　and　Okada，

1991）や房総半島の嶺岡帯（Arai　and　Okada，1991）

をはじめ日本でも多くの地域で報告されている．堆積

性はんれい岩については，Iwasaki（1979）および山口

（1992）が四国の御荷鉾帯において報告している．他

には，秀ほか（1977），原ほか（1977），武田ほか（1981）

が，四国西部の三波川帯でホルンブレンド砕屑粒を含

む塩基性岩類を記載しているが，これについても堆積

性はんれい岩との関連の可能性が考えられる．
　　　さがのせき
　九州佐賀関半島（第1図A）の三波川帯には，二種

類の塩基性岩類が産出する（山本・手島，1970，1971；

園田，1985）．このうち多量のホルンブレンドを含む

ものを，山本・手島（1970，1971）は，はんれい岩起

源の緑色岩（変はんれい岩）とした．園田（1985）

は，堆積岩的性格に注目してホルンブレンド砂質片岩

とし，ホルンブレンド砕屑粒の他，はんれい岩，角閃

岩などの礫を含むとしている．また園田は，今回の調
　　　　ふくみず
査地域の福水に見られる堆積性蛇紋岩についても記載

している．

　本論文では，園田（1985）が報告したホルンブレン
　　　　　　　　おおぐろ　　　　せきざき
ド砂質片岩のうち大黒から関崎の海岸沿いに露出して

いるものについて，その産状，岩相および岩石学的特

徴について記載する．また，福水の堆積性蛇紋岩およ

び大黒の堆積性蛇紋岩（転石）についても記載する．

H．地 質

　園田（1985）によると，佐賀関半島の三波川変成岩
　　　　　　　　　　　　しらき　　　いっしゃくや
類は，下位から福水層，白木層，一尺屋層に区分さ

れ，ホルンブレンド砂質片岩は，福水層と一尺屋層に

分布する．このうち本論で述べる大黒から関崎の海岸

沿いに露出する堆積性はんれい岩および福水に見られ

る堆積性蛇紋岩については，ともに福水層に属する．

また大黒で見られる堆積性蛇紋岩の転石は，周囲の変

成岩類がすべて福水層に属するので，福水層に属する

可能性が高い．

　大黒から関崎の海岸沿いには，堆積性はんれい岩の

他に，泥質片岩や石灰質片岩，蛇紋岩などの露頭が見

られ，これらの変成岩類と堆積性はんれい岩の関係

は，大黒において泥質片岩と断層で接しているのが見

られるが（第1図C），関崎において泥質片岩や石灰

質片岩と整合に重なっている露頭や泥質片岩と整合関

係を示す堆積性はんれい岩の転石が見られる．
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また関崎では，蛇紋岩の露頭が堆積性はんれい岩の露

頭の近くでしばしば見られるが，両者の関係は不明で

ある（第1図D）．

　福水の堆積性蛇紋岩については，園田（1985）がす

でに報告している．堆積性蛇紋岩の露頭は，層厚約15

cmで，下位は長径0．5～3mmのホルンブレンド砕屑

粒を含む堆積性はんれい岩，上位は炭酸塩鉱物と滑石

から成る白色を呈する結晶片岩にそれぞれ調和的に挟

まれている．

　　　　　　　　　　　　　　くろ　　はま
　一方大黒の堆積性蛇紋岩は，黒ケ浜（第1図B）の

海岸に長径1～3mのブロック状の転石として産し，

近辺には大規模な塊状の蛇紋岩の露頭が見られる．

皿．産状と岩相

1）堆積性はんれい岩

　堆積性はんれい岩は，一般にシルト～細粒砂のサイ

ズの白～薄緑色の細粒部とホルンブレンド砕屑粒およ

びはんれい岩起源の礫と少量の基質からなる暗緑色の

粗粒部が，数cm～10数cmごとに互相し縞状構造を形

成している（図版．1）．細粒部では，しばしばラミナ

が発達し，また粗粒部による削り込みが見られる．こ

れらから堆積時の上下関係を明らかにすることも可能

である（図版．1）．片状構造については，大黒で一部

顕著であるが，他ではあまり顕著ではない．

　この岩石に含まれているホルンブレンド砕屑粒およ

びはんれい岩起源の礫は，長径0．3～数cmと大きさは

さまざまで，その形状も柱状，レンズ状，楕円～円状

とさまざまであるが，一般に長径5mm以上のものに

レンズ状の形状をとるものが多い（図版．1）．粗粒部

において，ホルンブレンド砕屑粒および礫は，しばし

ば級化しているのが観察できる．

2）堆積性蛇紋岩

　福水の堆積性蛇紋岩は，白色を呈する炭酸塩鉱物の

基質と長径0．5mm～数cmの黒色を呈する蛇紋岩の亜

円～円礫からなる．礫の一部は変形や勇断を受けてお

り，勇断された礫は，割れ目に沿って炭酸塩鉱物が侵

入しているのが観察できる．

　一一方，大黒の転石としてみられる堆積性蛇紋岩は，

淡緑色を呈しラミナ状組織の発達した炭酸塩鉱物の基

質中に黒色を呈する蛇紋岩からなる長径0．5mm～数

cmの円～亜円礫や拳大～人頭大の角礫までを含む

（図版．3）．蛇紋岩礫のうち，比較的大きい角礫は，

勇断を受け，割れ目に沿って炭酸塩鉱物が侵入してい

る．

　これらの堆積性蛇紋岩は，北海道の沙流川岩体（O－

kada，1964；Arai　and　Okada，1991）のものと較べると

非常に基質の炭酸塩鉱物が多く，蛇紋岩礫は，完全に

取り囲まれている点が異なる（図版．3，4）．

IV．岩　石　記　載

1）堆積性はんれい岩

　堆積性はんれい岩のうち，細粒部は，主にゆうれん

石，緑れん石，斜長石，角閃石の微細な結晶からな

り，ときにパンペリー石や炭酸塩鉱物を含む．これら

の構成鉱物のうち，角閃石，ゆうれん石，緑れん石が

走向配列をなす（図版．2）．

　粗粒部に含まれるはんれい岩礫は，主に角閃石の比

較的粗い複数の結晶が，任意の方向を向き重なり合っ

ており，少量のゆうれん石や緑れん石を含むことがあ

る．またこれらの礫は，勇断や転回などの変形が認め

られ，一一部または全体が緑泥石によって置換されてい

るのも見られる．

　ホルンブレンド砕屑粒およびはんれい岩礫を形成す

る角閃石は，半自形～他形で長径0．1～0．5mmの緑色

ホルンブレンドでX＝黄緑色，Z＝緑色の顕著な多色

性を示すが，そのうち一部は，X＝淡黄緑色，Z＝黄

緑色の淡色の角閃石に置換されている．一方，基質を

構成する角閃石は，長径0．03～0．05mmの針状で，淡

緑色～無色の弱い多色性を呈する．

　緑泥石は，長径0．1～0．5mmでホルンブレンド砕屑

粒およびはんれい岩礫の角閃石を置換している．淡緑

色で灰～青灰色の異常干渉色を呈し，伸長は正であ

る．

　ゆうれん石と緑れん石は，ともに長径0．03～0．1

mmの短柱～長柱状で，ゆうれん石は，灰色または青

灰色の異常干渉色を呈し，緑れん石については，単結

晶内において核部で複屈折率が高く，周緑部で低く異

常干渉色を呈するという累帯構造がしばしば認められ

る．

　パンペリー石は，長径0．05～0．1mmで不定形，X＝

無色，Y＝青緑色，Z＝無色の顕著な多色性を示し，

灰色～青灰色の異常干渉色を呈する．

2）堆積性蛇紋岩

　堆積性蛇紋岩は，基質と蛇紋岩礫からなり，両者

は，はっきりとした境界によって区別される．基質

は，ほぼ炭酸塩鉱物のみからなり，鉄鉱を少量含む．

蛇紋岩礫は，ほとんど蛇紋石からなり，他に鉄鉱，ス

フェン，スピネルを含み，割れ目に沿って炭酸塩鉱物



10 村　上　武　志

がしばしば見られる（図版．4）．また，とぎとして蛇

紋岩礫は，淡緑色～無色の弱い多色性を呈する角閃石

の繊維状の結晶に置換されている．

　スピネルは，長径0．02～0．05mm，粒状で，暗赤色

を呈し，周辺部は，不透明な鉄鉱に変わっている．

V．考 察

　小論で述べた佐賀関半島の堆積性はんれい岩は，ラ

ミナや粗粒部が細粒部を削り込んでいる様子（図版．

1），級化層理などの堆積構造に加え，泥質片岩や石

灰質片岩と整合に重なるのが観察されることから考え

て堆積性である．

　また，堆積性はんれい岩の原岩について，福水層よ

り上位の一尺屋層の堆積性はんれい岩に単斜輝石が含

まれていること（園田，1985）から原岩に含まれてい

た単斜輝石が緑色ホルンブレンドに，斜長石がゆうれ

ん石や緑れん石に変成したと考えられる．

　Lockwood（1971）は，堆積性蛇紋岩と非堆積性蛇

紋岩を区別する指標として次の十項目をあげている．

①化石を含むこと，②超苦鉄質岩類の鉱物組み合わせ

とは異質の鉱物や岩片を含むこと，③堆積構造を有す

ること，④接触変成作用を周囲に与えていないこと，

⑤層状あるいは板状など岩体の全体的な形状が堆積的

であり，周囲の地層と整合に接すること，⑥少量の緑

泥石（0～5％）を含むこと，⑦シリカやアルミナな

どに富むこと，⑧蛇紋岩の境界部で勇断作用を受けて

いないこと，⑨近接して分布する地層中に超苦鉄質岩

類起源の鉱物や岩片が含まれること，⑩X線回折法で

ブルース石が見い出されないこと，である．本地域の

堆積性蛇紋岩は，堆積性変はんれい岩や炭酸塩鉱物と

滑石からなる白色片岩と整合に接し，境界部における

勇断も接触変成作用も認められない．このため前述し

た条件のうち③④⑤⑧についてあてはまる．しかし，

本地域の堆積性蛇紋岩は，炭酸塩鉱物を非常に多く含

み，蛇紋岩礫は基質の炭酸塩鉱物中に浮いているよう

な外観を呈し，大黒の転石ではうミナ状の組織が発達

しているのが観察される．

　このため本地域の堆積性蛇紋岩については，次の二

つの形成過程が考えられる．一つは，北海道沙流川岩

体の堆積性蛇紋岩（Okada，1964；Arai　and　Okada，

1991）のように蛇紋岩砕屑物が堆積した後，その間隙

を弱部に沿って侵入した炭酸塩鉱物が充填したという

形成過程．この場合，侵入した炭酸塩鉱物は，沙流川

岩体のそれより多量で，砕屑物の間隙を拡大しつつ充

填したと考えられる．もう一つは，炭酸塩鉱物と蛇紋

岩砕屑物が同時に堆積したという形成過程である．

　九州佐賀関半島の三波川帯において堆積性はんれい

岩および堆積性蛇紋岩が見られることから，かつてこ

の地域の三波川帯は，苦鉄質岩体および超苦鉄質岩体

が露出し，一連の形成過程が生じ得る環境下に一時

あったのか，あるいは海洋底ですでに形成されたこれ

らの岩石が付加・変成されたと考えられる．

　また現在のところ他の三波川帯では，本地域に見ら

れるようなホルンブレンドを多量に含む砕屑性塩基性

岩類は，四国西部の唐崎層（武田他，1981）において

のみ見られる，しかし，唐崎層のそれに含まれている

ホルンブレンドが褐色のものが多いのに対して，本地

域の堆積性はんれい岩中には，褐色のホルンブレンド

は認められない．このことから，その起源物質や変成

作用のどちらかあるいは両方とも異なっていると考え

られる．
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図　版　説　明

1．関崎の堆積性はんれい岩（転石）のスラブ写真

2．関崎の堆積性はんれい岩細粒部の顕微鏡写真（オープンニコル）

3．大黒の堆積性蛇紋岩の転石の写真

4．大黒の堆積性蛇紋岩の顕微鏡写真（オープンニコル）
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